
 

令和５年度聴覚障害児支援中核機能モデル事業実績報告書 

 

岩手県  

 

１ 地域の現状と課題 

① 岩手県の分娩を取り扱う全ての施設で、新生児聴覚スクリーニング検査を実施。また、

令和２年度から、県内全市町村において新生児聴覚スクリーニング検査の公費負担を実施。 

 ② 聴覚障がい児の早期支援を図るため、令和２年度より聴覚障がい児支援体制検討委員会

を設置し、医療・保健・福祉・教育の連携強化を図ってきたところ。 

 ③ 難聴児支援の中核的機能の一角を担う岩手県立療育センターにおいて、相談対応や家族

支援を行うことができる、言語聴覚士等の専門的人材の確保、育成が課題となっている。 

 

２ 岩手県におけるこれまでの聴覚障害児支援に係る活動・取組 

(１) 早期発見 

  ・ 新生児聴覚検査体制等に係る検討委員会の設置（平成 25年度から） 

   ⇒ 県内全ての新生児が新生児聴覚検査を受けることができるよう実施体制の充実を

図るもの。（令和２年度から、聴覚障がい児支援体制検討委員会に改編） 

 (２) 負担軽減 

  ・ 難聴児補聴器購入助成事業（平成 24年度～） 

   ⇒ 身体障害者手帳対象外で、補装具（補聴器）給付の対象とならない軽度・中等度難

聴児に対して、補聴器購入に係る費用を助成。 

 (３) 分野間連携 

  ・ 難聴児支援研修会の開催（平成 28年度～） 

   ⇒ 医療、保健、福祉、教育等の難聴児支援に携わる関係者に対し、難聴児支援の現状

と方向性等を理解するとともに、多職種連携による難聴児支援の一層の推進を図る。 

 (４) 相談支援 

  ① きこえとことばの相談支援センターの設置（岩手県立盛岡聴覚支援学校） 

   ⇒ 難聴児やその家族への相談支援、保育所・小中学校等における支援者への助言等 

  ② 地域療育支援（岩手県立療育センター） 

   ⇒ 各市町村等を巡回訪問し、必要な指導・助言を実施 

 

３ 本事業における取組 

 (１) 岩手県聴覚障がい児支援体制検討協議会 

  ① 協議会の構成員（所属（役職）） 

    令和４年度から、医療・保健・福祉・教育等の有識者に加えて、聴覚障がい児の保護

者３名を新たに構成員に追加。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

② 協議会の開催回数、開催日、議題及び出席状況 

・ 開催回数：１回  

・ 開 催 日：令和６年２月６日(火) 18:15～19:30 

   ・ 議 題：聴覚障がい児の支援体制について 

          関係諸団体の活動状況等報告（情報交換） 

   ・ 出席状況：全員出席 

・ 主に、岩手県立療育センターにおける聴覚障がい児支援体制の強化について検討。 

  ③ コーディネーターの職種及び経験年数 

   ・ 職  種：言語聴覚士 

   ・ 経験年数：28年 

  ④ コーディネーターの主な役割 

   ・ 各機関との情報の「つなぎ」役 

   ・ 支援方法に関する助言等 

 

(２) 関係機関との連携 

① 現状  

   ・ 新生児聴覚スクリーニング検査等を経て、精密検査機関である岩手医科大学附属病

院において難聴と診断された後、当該医療機関から保健（市町村の母子保健主管課）、

教育（幼保・小中学校等）、福祉（児童発達支援事業所、療育教室等）への情報提供

がなされている。 

   ・ しかし、当該情報が円滑に共有されず、早期の適切な支援につながらない事案もあ

ることから、切れ目ない支援体制の整備が課題であること。 

  ② 実施内容及び手法 

   ・ 岩手県聴覚障がい児支援体制検討協議会や難聴児支援研修会を通じた「顔の見える

関係」の構築 

所属 職名 

岩手医科大学臨床遺伝学科 講師 

岩手医科大学耳鼻咽喉科学講座 名誉教授 

一般社団法人全国手話通訳問題研究会 理事 

岩手県立宮古病院 副院長 

岩手県立療育センター 相談支援部長 

みずかわ耳鼻咽喉科医院 言語聴覚士 

盛岡市子ども未来部母子保健課 課長 

岩手県産婦人科医会 副会長 

岩手県立盛岡聴覚支援学校 指導教諭 

岩手県きこえ・ことば・LD等教育研究会 小学校教諭 

当事者（聴覚障がい児を持つ保護者）  （３名） 



・ 精密検査機関である岩手医科大学附属病院での診断後、当該機関から関係機関あて

に情報提供を実施 

   ・ 岩手医科大学附属病院と盛岡聴覚支援学校間で、月１回程度、定例カンファレンス

を開催 

   ・ 周産期医療情報ネットワークシステム「いーはとーぶ」を活用した医療機関と各市

町村との連携 

  ③ 結果 

   ・ 月１回の定例カンファレンス開催により、それぞれ個々の児童について情報共有が

図られ、早期支援につながっている。 

・ 周産期医療情報ネットワークシステム「いーはとーぶ」の活用により、医療機関か

ら市町村への迅速な情報提供が可能となり、当該児童又は家族への早期支援のアプロ

ーチが図られている。 

・ 令和６年度以降は、岩手県立療育センターも定例カンファレンスに参加し、さらな

る関係機関の連携を推進していく。 

 

 (３) 家族支援の実施 

  ① 現状 

   ・ きこえとことばの相談支援センターにおいて、聴覚障害児の保護者からの相談（主

に教育相談）に対応 

   ・ 岩手県立療育センターにおける相談対応については、小児難聴に対応し、かつ、本

県の聴覚障がい児支援体制に精通した専門的人材を配置することが課題。 

  ② 実施内容及び手法 

   ・ 岩手県立盛岡聴覚支援学校内のきこえとことばの相談支援センターにおいて、聴覚

障害児の保護者からの相談（主に教育相談）に対応 

   ・ 岩手県立療育センターにおける地域療育支援（(４) 巡回支援）の一環として、聴

覚障害児の保護者からの相談対応、助言等を実施 

  ③ 結果（対象者、実施回数及び支援内容等） 

   ・ きこえとことばの相談支援センター 来校相談件数：30件 

   ・ 乳幼児本人のことだけでなく、幼稚部や小学部の見学をすることで、保護者が将来

的な見通しをもつことができたり、就学に関する情報共有をすることができた。 

   ・ また、聴覚障がいを持つ教員が教育相談に入ることで、保護者の理解を深めること

ができた。 

・ 一方、聴覚障がいが発覚したばかりの乳幼児の保護者には、心のケアやサポートが

必要だと感じているが、岩手県は広いため、定期的に来校できない保護者が相談でき

る場が必要であること。令和６年度以降は、岩手県立療育センターとの連携を強化し、

役割分担をしながら家族支援等の強化に取り組む。 

 

 



(４) 巡回支援の実施 

  ① 現状 

   ・ 岩手県立盛岡聴覚支援学校内のきこえとことばの相談支援センターにおける機関支

援 

・ 岩手県立療育センター地域療育支援事業における各市町村巡回相談支援 

  ② 実施内容及び手法 

   ・ 岩手県立盛岡聴覚支援学校内のきこえとことばの相談支援センターにおいて、機関

支援として巡回支援（一部、オンラインによる面談）を実施（幼稚園、保育園、小・

中学校等） 

   ・ 岩手県立療育センターにおける地域療育支援として各市町村巡回相談支援 

     相談支援事業に岩手県立療育センターの言語聴覚士を派遣し、言語発達評価や保護

者からのアセスメント及びそれに対する助言、事後カンファレンスでの保健師、市療

育事業担当者、通所利用療育教室担当者との支援方法に係る協議を実施。 

  ③ 結果（対象者、実施回数及び支援内容等） 

   ・ きこえとことばの相談支援センター 巡回支援件数：34件 

・ 療育センターにおける各市町村巡回相談支援：県内 22市町村対象、97回実施 

   ・ 幼児児童生徒の様子を踏まえて話し合いをすることで、それぞれの幼児児童生徒に

適した具体的な支援や、課題について共有することができた。 

   ・ 本人と園や学校だけでなく、保護者や特別支援教育エリアコーディネーター、市町

村関係者（保健師・教育委員会）の同席による訪問支援が行われ、関係機関・職種が

連携を図ることができた。また、年長児のケースで、就学先である学校、学童保育（放

課後児童クラブ）、相談支援専門員も参加し、就学に向けての確認を一緒に行うこと

ができた。  

   

(５) 聴覚障害児の支援方法に係る研修の実施 

  ① 現状 

・ 平成 28 年度から、県内の医療、保健、福祉、教育の難聴児支援に携わる職員を対

象として、難聴児支援の現状と方向性を理解するとともに、支援の円滑化（連携強化）

を図るため、研修会を開催。 

   ・ 令和４年度からの新たな取組みとして、当事者を含む県民一般を対象とした公開講

座を開催。 

② 研修内容及び手法 

   ・ 岩手県立療育センターにおいて企画・開催 

  ③ 結果（対象者（所属、職種等）、研修回数及び研修内容） 

開催日 内 容 参加者数 

R5.8.9  支援者向け研修会 

（医療・保健・教育・福祉の支援従事者） 

テーマ：「聞こえが気になる子どもたち 

会場：５機関 ８名  

配信：16機関 28名 

YouTube：47機関 



～健診、家庭、園、学校生活から

医療へのつなぎ 」 

講座１：「サイトメガロウィルス感染症に 

よる小児難聴」 

講座２：「乳幼児健診現場から医療へのつ

なぎ～盛岡市と療育センター 」 

講 師：岩手医科大学医学部 医師 

R5.12.25 公開講座（支援従事者及び県民） 

テーマ：「手話やろう者の世界に学ぶ育児、

コミュニケーション、対話」 

講 師：宮城教育大学教育学部教授 

会場：11機関 18名  

（うち一般 １名） 

配信：21 機関 42 名＋α 

（うち一般 １名） 

YouTube：36 機関 75 名 

 （うち一般 20 名） 

 

４ 考察（事業実施における改善内容） 

 ・ 本事業により開催した「岩手県聴覚障がい児支援体制検討協議会」において、岩手県立

療育センターに小児難聴を専門とし、かつ、本県の聴覚障がい児支援体制に精通した専門

的人材を配置することが必要であるとの意見が出された。 

・ この結果を踏まえ、令和６年度から、療育センターに言語聴覚士を１名増員して配置し、

相談対応や家族支援、巡回支援等の強化に取り組むこととしている。 

 

 

 


